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51．コンスタンティ
ヌスとは誰ですか？

彼は歴史上最初のキリスト教
徒の皇帝として歴史に名を連
ねています。

2016/09/28

コンスタンティヌス一世もしくはコ
ンスタンティヌス大帝として知られ
ているフラウィウス・ウァレリウ
ス・アウレリウス・コンスタンティ
ヌス（272－337）は西暦306年から
337年の間、ローマ帝国の皇帝でし
た。彼は歴史上最初のキリスト教徒



の皇帝として歴史に名を連ねていま
す。

彼の父コンスタンティウス・クロル
スは、もともとギリシャの士官でし
たが、305年に西方の皇帝に擁立さ
れました（同じ年、東方ではガレリ
ウスが皇帝に抜擢されています）。
このコンスタンティウス・クロルス
と、後に聖人になったそのヘレナと
の間に、コンスタンティヌスは生ま
れました。コンスタンティウス・ク
ロルスが306年にブリタニアで没す
ると、地元の軍隊はコンスタンティ
ヌスを皇帝に擁立しました。当時は
政治的に難しい状況下にありまし
た。コンスタンティヌス帝は、イタ
リア・北アフリカを支配していた元
皇帝マクシミアヌス及びその息子マ
クセンティウスと緊張関係にあった
のです。コンスタンティヌスは310
年にマクシミアヌスを打ち破り、そ
してマクセンティウスを312年の10
月28日、ミルウィウス橋の戦いで打



ち破りました。伝説の語るところに
よると、コンスタンティヌスはこの
戦闘に入る前に幻を見ました。異教
徒として礼拝していた太陽を見つめ
ている時、そこに十字架が見えたと
いうのです。そして、自軍の兵士た
ちの盾に、キリストを表わす組み合
わせ文字（キリストのギリシャ語で
の名前の最初の２文字を重ねたモノ
グラム）を掲げるように命じまし
た。コンスタンティヌスは異教徒の
儀式をおこない続けたのですが、こ
の勝利以来キリスト教徒に対して好
意的になりました。東方皇帝のリキ
ニウスと連名で信仰の自由を保障す
るいわゆる「ミラノ勅令」（次の質
問を参照）を発布しました。その後
両皇帝は対立し324年にコンスタン
ティヌスはリキニウスを打倒し帝国
の唯一の皇帝になりました。

コンスタンティヌスは、行政、軍
事、経済面で多くの改革を実施しま
したが、特に際立っていたのは宗教



政策面での措置で、まず最初に帝国
のキリスト教化に向けられました。
コンスタンティヌスは教会の統一を
維持するのに適した組織作りを推進
しましたが、それは国家の統一を維
持しその君主形態を合法化する方法
としての行動でした。ただし、個人
としての宗教的動機を排除すること
はできないでしょう。教会の行政面
での措置と同時に、異端や分裂に対
する方策も取りました。教会の統一
を守るために、北アフリカのドナ
トゥス派によって引き起こされた分
裂と戦い、またアリウス派により引
き起こされた三位一体論争を解決す
るためにニケア公会議（質問；「ニ
ケア公会議で何が起きましたか」を
参照）を開催しました。330年に
ローマ帝国の首都をローマからビザ
ンティウムに遷し、そこをコンスタ
ンティノープルと命名します。この
遷都は、キリスト教の中心となるべ
き首都の建設を望んだものでした
が、一方では、それまでの伝統から



離れてしまう結果となりました。コ
ンスタンティヌスには洗礼の機会は
しばしばあったはずですが、実際に
洗礼を受けたのは死の直前でした。
洗礼を司式したのは、アリウス派の
司教・ニコメディアのエウセビウス
でした。

コンスタンティヌスの統治には、彼
が生きた時代に一般的であった欠点
（たとえば、気まぐれで暴力的だと
いった性格など）があったことは否
定でいませんが、他方、教会に自由
を与え教会の一致に貢献したことも
否定できません。一方、教会の一致
を図るためにコンスタンティヌスが
最終的に聖書に含まれる書物の数を
決定したということは歴史的に定か
ではありません。聖書の正典の決定
までは長い過程があり、コンスタン
ティヌスより後の時代に終ることに
なります。ただし、4つの福音書に
ついては、コンスタンティヌスより
ずっと以前から、教会は正典として



認めていました。福音書と名付けら
れた他の文書が異端として正典から
排除されたのは、コンスタンティヌ
スの時代よりも数十年以前のこと
だったのです。
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